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ほのか診察室市民病院発
197話

 ID 751376216（ほのか診察室）　問合せ：市民病院（代表）（TEL.22-2171）

梅
毒
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

梅
毒
は
昔
か
ら
知
ら
れ
る
性
感
染

症
の一つ
で
、Treponem

a pallidum

（
ト
レ
ポ
ネ
ー
マ　
パ
リ
ダ
ム
）と
い

う
細
菌
が
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
る
病
気
で
す
。
戦
前
ま
で
は
、

不
治
の
病
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

治
療
薬
が
開
発
さ
れ
て
以
降
は
完
治

で
き
る
病
気
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
梅
毒
の
患
者
数
は
年
々
増
加
し

２
０
２
３
年
の
患
者
数
は
調
査
が
始

ま
っ
て
以
来
最
多
の
３
，７
０
１
人
で

し
た
。
近
年
で
は
、
20
代
を
中
心

と
し
た
女
性
で
急
増
し
て
い
ま
す
。

感
染
経
路

　

主
な
感
染
経
路
は
、
梅
毒
感
染

者
と
の
粘
膜
や
皮
膚
な
ど
の
直
接
接

触
で
す
。
一
回
の
性
行
為
で
も
、
15

～
30
％
の
確
率
で
感
染
し
ま
す
。

T
reponem

a pallidum

は
生

体
外
で
は
簡
単
に
死
滅
す
る
た
め
、

性
行
為
な
ど
の
直
接
接
触
で
し
か
感

染
し
ま
せ
ん
。

症
状

　

感
染
し
て
か
ら
、
３
～
６
週
間
の

潜
伏
期
間
を
経
て
発
症
し
ま
す
。

発
症
し
て
か
ら
経
過
ご
と
に
、
１
～

４
期
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
１
期
・
２

期
は
早
期
梅
毒
と
い
い
、
３
期
・
４

期
は
晩
期
梅
毒
と
言
い
ま
す
。

　
１
期
で
は
、感
染
部
位
に「
硬
結
」

と
い
っ
て
赤
く
無
痛
性
の
硬
い
発
疹

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
発
疹
は
や

が
て
消
え
、
無
症
状
の
期
間
が
数
カ

月
続
き
ま
す
。
２
期
で
は
、「
ば
ら

疹
」と
い
う
淡
い
発
疹
が
全
身
に
現

れ
ま
す
。
ば
ら
疹
も
数
日
で
消
え
ま

す
が
、
数
カ
月
お
き
に
発
疹
が
出
現

し
た
り
消
え
た
り
を
繰
り
返
し
ま
す
。

感
染
後
３
～
10
年
ご
ろ
か
ら
３
期
・

４
期
と
な
り
、
心
臓
・
血
管
・
神

経
な
ど
に
障
害
が
現
れ
ま
す
。

検
査
・
治
療

　

血
液
検
査
で
診
断
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
し
か
し
、
感
染
後
４
週

以
上
経
過
し
な
い
と
血
液
検
査
で

陽
性
と
な
ら
な
い
の
で
、
感
染
直
後

に
検
査
を
し
て
も
梅
毒
の
診
断
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

治
療
で
は
、
抗
菌
薬
の
点
滴
や

内
服
が
主
に
行
わ
れ
ま
す
。

予
防
・
ま
と
め

　

梅
毒
に
か
か
っ
て
い
る
人
と
の
性

交
渉
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　

梅
毒
は
一
度
か
か
っ
て
も
再
度
感

染
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
油
断
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
が
梅
毒
に
感

染
し
て
い
る
と
、
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん

に
も
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

死
産
や
早
産
、
ま
た
は
障
害
を
も
っ

て
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
何
か
不
安
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

自
分
の
た
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
た
め
、

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
も
検
査
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

梅
毒 

～
身
近
な
性
感
染
症
～

監
修
　
臨
床
検
査
課

3 週間 潜伏期

3 カ月 1 期
・硬結（赤い・無痛性の皮疹）→硬性下

げ
疳
かん
（浅い潰瘍）

・感染周囲のリンパ節の無痛性腫脹

症状の消失

3 カ月〜
3 年程度 2 期

・微熱　・脱毛　・倦怠感
・全身のリンパ節の腫脹
・ばら疹（淡い紅斑が全身に多発し数日で消退）
　→丘疹性梅毒（鮮紅色の丘疹が多発）

　　　　　　　  　　  …症状が現れる時期　　  …症状が現れない時期 

症状があれば
病院へ！
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わがまちの文化財・施設紹介
再発見！

ごみの減量考えよう！

資
源
に
な
ら
な
い
紙
類

　

市
で
は
紙
類
を
５
つ
の
分
類

（
①
新
聞
・
広
告
②
雑
誌
・
雑

紙
③
ダ
ン
ボ
ー
ル
④
紙
パ
ッ
ク
⑤

紙
製
容
器
包
装
）に
分
け
て
資

源
と
し
て
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

回
収
し
た
紙
類
は
紙
の
原
料

と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
が
、

紙
の
中
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
も
の
が
混
ざ
っ

て
い
る
と
、
紙
か
ら
紙
へ
の
リ
サ

イ
ク
ル
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
資
源
に
な
ら
な
い
紙
類
は

「
可
燃
ご
み
」と
し
て
排
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

フ
モ
ト
ミ
ズ
ナ
ラ

（
愛
知
県
準
絶
滅
危
惧
種
）

　

フ
モ
ト
ミ
ズ
ナ
ラ
は
東
海
地

方
と
北
関
東
に
隔
離
分
布
す
る

コ
ナ
ラ
属
の
植
物
で
す
。
愛
知

県
内
で
は
、
尾
張
・
西
三
河
の

東
海
層
群
や
東
三
河
の
塩
基
性

岩
地
帯
や
珪
質
片
麻
岩
地
帯
な

ど
の
丘
陵
地
～
低
山
地
に
生
育

し
ま
す
。
愛
知
県
の
丘
陵
地
を

特
徴
付
け
る
植
物
の
ひ
と
つ
で

す
。

　

本
種
は
か
つ
て
は
モ
ン
ゴ
リ
ナ

ラ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
０
６
年
、
東
京
大
学
の

大お
お

場ば

秀ひ
で

章あ
き

教
授
は
コ
ナ
ラ
の
亜

種
で
あ
る
と
し
て
フ
モ
ト
ミ
ズ
ナ

ラ
と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
れ
に

異
を
唱
え
る
研
究
者
も
お
り
、

愛
知
教
育
大
学
の
芹せ

り

沢ざ
わ

俊し
ゅ
ん

介す
け

教

授
は
ミ
ズ
ナ
ラ
の
変
種
で
あ
る

と
し
ま
し
た
。幹
、葉
、堅け

ん

果か（
ど

ん
ぐ
り
）な
ど
特
徴
を
見
て
い
く

と
コ
ナ
ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
カ
シ
ワ

そ
れ
ぞ
れ
に
似
る
部
分
が
あ
り
、

分
類
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
。

　

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

で
開
催
中
の
秋
・
冬
の
特
別
展

「
ど
ん
ぐ
り
展
」で
は
、
貴
重
な

フ
モ
ト
ミ
ズ
ナ
ラ
の
ど
ん
ぐ
り
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
ず
ん
ぐ
り

と
し
て
お
り
、
殻か

く

斗と
（
い
わ
ゆ
る

ど
ん
ぐ
り
の
帽
子
や
パ
ン
ツ
な
ど

と
呼
ば
れ
る
部
分
）は
ゴ
ツ
ゴ
ツ

と
し
て
特
徴
的
な
見
た
目
を
し

て
い
ま
す
。
令
和
７
年
１
月
６

日
㈪
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

問合せ：鳳来寺山自然科学博物館（TEL.35-1001）

vol

222

問合せ：生活環境課（TEL.23-7629）

vol

8

▲どんぐり▲フモトミズナラ

石けんや
洗剤の箱など

汚れた
ピザの箱など

汚れ、においのある紙

感熱紙
（レシート、ファックス紙）

複写用紙
（カーボン使用紙など）

除去できないインクや
物質が塗られた紙

紙製容器包装、雑紙として回収できない紙

ビニールコーティング
された紙

アルミコーティング
された紙容器

金、銀、アルミが
使用されている紙

（ガムの包み紙など）

アルバム

写真
写真用

プリント紙

その他、リサイクルに適さない紙

紙コップ、紙皿

ヨーグルト、アイスの容器

防水、耐水加工された紙

宅配伝票

シール

圧着はがき
（見開きにして
中を見るはがき）

粘着物を含む紙

付箋

マークがついても、これらのものはリサイクルできません
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奥三河ミライバレープロジェクト

しんしろ学校給食通信

　

今
月
は
学
校
給
食
に
関
す
る

費
用
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し

ま
す
。

　

学
校
給
食
の
提
供
に
は
、
食

材
費
や
施
設
設
備
費
、
人
件
費
、

修
繕
費
、
光
熱
水
費
が
必
要
で

す
。
こ
れ
ら
全
て
の
費
用
を
保

護
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
給

食
費
で
賄
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
給
食
費
で
賄
っ
て
い
る

の
は
食
材
費
の
み
で
、
そ
れ
以

外
は
義
務
教
育
諸
学
校
設
置
者

で
あ
る
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
の
中
で

保
護
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

給
食
費
は
現
在
、
次
の
通
り
市

内一律
と
し
て
い
ま
す
。

♦
児
童（
小
学
生
）２
８
０
円

♦
生
徒（
中
学
生
）３
３
０
円

　

食
材
費
高
騰
の
中
で
も
、
献

立
や
食
材
を
工
夫
す
る
な
ど
し

て
、
食
材
費
の
節
減
を
図
り
な

が
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し

た
給
食
提
供
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

２
０
２
４
年
の
世
界
幸
福
度

ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
日
本
は
１
４
３

か
国
中
の
51
位
で
し
た
。
こ
の

ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
２
０
１
２
年
か

ら
国
連
の
関
連
機
関
が
毎
年
発

表
し
て
い
る
も
の
で
す
。
調
査

方
法
は
、
各
国
約
１
，０
０
０
人

に
、
最
近
の
生
活
に
対
す
る
総

合
的
な
満
足
度
を「
最
悪
の
生

活
」は
０
点
、「
最
高
の
生
活
」

は
10
点
と
し
て
11
段
階
で
回
答

し
て
も
ら
い
、
過
去
３
年
間
の

平
均
値
を
ス
コ
ア
と
し
て
ラ
ン
ク

付
け
し
ま
す
。
日
本
の
ス
コ
ア

は
６
．０
６
で
し
た
が
、
１
位
の

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
７
．７
４
１
で

し
た
。
日
本
は
調
査
開
始
以
来

50
位
前
後
で
概
ね
横
ば
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
も
内
閣
府
が
国

民
の
満
足
度（w

ell-being

）

の
動
向
を
知
る
た
め
に
、
毎
年

約
１
０
，０
０
０
人
を
対
象
と
し

た「
満
足
度
・
生
活
の
質
に
関

す
る
調
査
」を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
実
施
し
、
世
界
幸
福
度
ラ
ン

キ
ン
グ
と
同
様
に
、
０
～
10
ま
で

の
自
己
評
価
を
集
計
し
て
い
ま

す
。
２
０
２
４
年
の
結
果
で
は
、

全
体
の
ス
コ
ア
は
５
．８
９
で
、

年
代
別
で
は
、
65
歳
以
上
の
高

齢
層
が
６
．６
１
、
40
～
64
歳
の

ミ
ド
ル
層
が
５
．５
７
、
15
～
39

歳
の
若
年
層
が
５
．８
９
で
し
た
。

高
齢
層
の
生
活
満
足
度
は
比
較

的
高
く
喜
ば
し
い
で
す
が
、
ミ

ド
ル
層
が
最
も
低
く
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
に
今
後
の
課
題
が
見
え

て
き
ま
す
。
40
～
64
歳
が
、
ス

ト
レ
ス
過
多
で
現
在
の
生
活
に

満
足
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
高
齢
層
に
向
か
う
ミ
ド

ル
層
が
元
気
に
な
る
た
め
の
知

恵
も
必
要
で
す
。

文
責　

名
古
屋
大
学
大
学
院

医
学
系
研
究
科

人
間
拡
張
・
手
の
外
科
学

教
授　

山
本
美
知
郎

問合せ：総合政策課（TEL.23-7696）

vol

18

　問合せ：学校給食課（TEL.22–9906）

vol

20

▲キムチご飯給食

学校給食の費用負担区分

施設設備費
人件費
修繕費

光熱水費

設置者（市）

食材費
（給食費）

保護者

※負担区分は学校給食法第 11条などで定められています。
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デイビッドだより
ニューキャッスル・アライアンス

新城図書館だより

問合せ：新城図書館（TEL.23‐2333  FAX.24‐3415）〈 今月のチュウモク本 〉

　9月29日㈰から10月4日㈮までモンテ
ネグロのヘルツェグ・ノヴィから高校生
10人が、新城市を訪れました！
　滞在期間中は市内10世帯の家庭に
ホームステイをし、市内小中学校の訪
問、市内散策、若者とクイズやゲームを
通しての交流、茶華道、ミニ畳作り、
和太鼓などを体験しました。
　6日間という短い滞在期間でしたが、
日本文化に触れ、友達との絆を深めるこ
とができました。ここで得た友情や経験
を将来に生かすことを期待しています。

問合せ：市民自治推進課（TEL.23-7697）

vol

49

12月の休館日 16日㈪、28日㈯〜31日㈫
開館時間 9:00〜20:00

児童書
「ここがすごい！ロボット図鑑」全２巻
１.しごとをたすけるロボットたち
２.くらしをたすけるロボットたち

～  年末年始特別貸出のお知らせ  ～

岡
おか

田
だ

 博
ひろ

元
もと

／監修
背ラベル 54 ｺ 24

おすしをにぎる、介
かい

護
ご

をする、
工事現場で働く、音楽を作る…
など、最新ロボットがいっぱい！

年末年始の休館にともない、
１２月１３日㈮～１２月２７日㈮まで、
一人１５冊・３週間の特別貸出を行います。

図書館が休館・閉館中の場合、本の返却は
入口左手のブックポストをご利用ください。

児童向けの新しい本を紹介します。
「くさい食べ物大図鑑」
　開

かい
発
はつ

社
しゃ

／編集　 38 ｸ 24

「がんばれ！田んぼマシーン
　くらしをささえる乗りもの」
　池

いけ
田
だ

 菜
な

津
つ

美
み

／文　 61 ｶ 24

「へんてこもりのころがりざか」
　たかどの ほうこ／作・絵　 91 ﾍ 24

デイビッド・フォークナーさん

ヘルツェグ・ノヴィの
高校生がきました！

新城図書館
ホームページ

▲甲冑体験

▲茶道体験

年末年始の休館日に
ついては、「ほのか
12月号」の20ページ
をご覧ください。

▲和太鼓体験

▲市内の若者と交流



新
城
市
更
生
保
護
だ
よ
り

ぬ
く
も
り
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私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
急
速
に

変
化
し
、
望
ま
な
い
孤
独
や
社
会
的
孤

立
な
ど
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

様
々
な
生
き
づ
ら
さ
は
、
私
た
ち
の
誰

も
が
抱
え
う
る
問
題
で
あ
り
、
時
に
犯

罪
や
非
行
と
い
う
形
に
な
っ
て
、
社
会
に

影
を
落
と
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
全
て
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
、
安
全
で
安
心
な

明
る
い
地
域
社
会
が
築
け
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
「
人
は
変
わ
れ
る
」こ
と
を
信
じ
、「
人

が
変
わ
っ
て
い
く
時
間
」を
希
望
を
持
っ
て

受
け
止
め
、
大
人
も
子
ど
も
も
互
い
に

笑
顔
で
声
を
か
け
あ
い
、
共
に
支
え
あ
え

る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第
74
回
　
全
国
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
実
施
要
綱
よ
り

社会を明るくする運動　講演会

弱いままでいられるまちづくり
～わたしたちができることを考えよう～

第14話

問
合
せ
：
福
祉
課（
℡ 

23
―7
6
2
4
）

保
護
司
会
・
更
生
保
護
女
性
会

新
城
市
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　
８
月
24
日
㈯
、新
城
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
に
て
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の一

環
と
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
荒あ

ら

井い

和か
ず

樹き

氏
は
児
童
福
祉
施

設
に
勤
務
し
て
い
る
時
に
施
設
型
支
援
を

拒
む
若
者
と
出
会
い
、
２
０
１
２
年
に

「
全
国
こ
ど
も
福
祉
セ
ン
タ
ー
」を
つ
く

り
ま
し
た
。

　
ま
た
土
曜
の
夜
に
、
着
ぐ
る
み
を
着
て

名
古
屋
駅
西
口
広
場
で
家
に
帰
ら
な
い

若
者
に
声
掛
け
を
し
、
年
齢
・
性
別
・

地
域
・
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
係
な
く

迎
え
入
れ
て
い
ま
す
。

　

声
を
か
け
ら
れ
た
若
者
が
次
の
機
会
に

声
を
か
け
る
側
に
ま
わ
っ
た
り
、
若
者
同

士
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
す
る
な
ど
、
子
ど

も
や
若
者
は
支
援
や
保
護
の
対
象
と
し
て

で
は
な
く
、
課
題
解
決
を
す
る
た
め
に
自

ら
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
主
体
と
し
て
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

（
支
援
が
必
要
な
人
に
積
極
的
に
働
き
か

け
て
情
報
・
支
援
を
届
け
る
こ
と
）も
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

望
ま
な
い「
孤
立
」「
生
き
づ
ら
さ
」を

持
つ
弱
い
人
が
排
除
さ
れ
な
い
ま
ち
を
つ

く
る
こ
と
が
、
結
局
は
み
ん
な
が
安
全
安

心
に
暮
ら
せ
る
明
る
い
地
域
を
つ
く
る
こ

と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▲小林会長　挨拶

日　　時／令和 6 年８月２４日㈯
場　　所／新城文化会館小ホール
参加人数／１０９人
講　　師／全国こども福祉センター
　　　　　理事長　荒井和樹氏
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しみんのトビラ

炒り鶏炒り鶏
作り方
① 鶏もも肉は一口大に切る。ごぼう、里芋、人参は皮をむき食べ

やすい大きさの乱切りにする。ごぼう、人参は５分程水にさらす。
② たけのこは穂先をくし形、根元を食べやすい大きさに切る。干

ししいたけは水で戻し、軸を取って４等分に切り、戻し汁もとっ
ておく。こんにゃくは一口大にちぎり、塩少々を振ってもみ洗
いしてから下茹でする。さやいんげんは筋を除いて塩茹でし、
斜めに切る。

③ 厚手の鍋にサラダ油を熱し、①の具材を炒める。表面に火が通っ
てきたら、②のたけのこ、しいたけ、こんにゃくを順に加えて
炒め合わせる。

④ だし汁としいたけの戻し汁を加え、煮立ってきたらアクを取り、
Ａの調味料を加えてフタをして弱めの中火で20〜30分程煮る。
煮汁が少なくなったら、時々鍋をゆすって照りよく煮詰める。

⑤ 器に盛ってさやいんげんを散らす。

材料（4人分）
鶏もも肉 …………………１枚
ごぼう ……………………１本
里芋………………………６個
人参………………………１本
たけのこ（水煮） ……… 小２本
干ししいたけ ……………４個 問合せ　農業課（℡23-7632）

市民の皆さんからの情報をお待ちしています。イベント紹介や募集、地区の出来事など皆さんからの耳よりな話をお寄せください。
問合せ 23-7623（秘書人事課）

こんにゃく ……………1/2枚
さやいんげん又は絹さや … ８本
塩……………………… 少々
サラダ油 …………… 大さじ１
だし汁 ……………… ３カップ

調味料（Ａ）
みりん、酒、しょうゆ … 各大さじ３
砂糖………………… 大さじ１

今月のレシピ

レシピ：農村輝きネット・しんしろ

新城吹奏楽団　第９９回定期演奏会
日　時　１２月８日㈰１４：００（開場 13：30）
場　所　新城文化会館大ホール
入場料　１,０００円（小中高生前売り５００円、一般前売り８００円）
　　　　前売券は、新城文化会館やピアゴ新城店、オリエント楽器店で購入できます。
曲　目　クリスマス　セレブレーション、スケーターズ　ワルツ、交響組曲「シェヘラザード」など
問合せ　新城吹奏楽団　河合（℡０５３６-２３-０７１３）

「しんしろまち」（歴史本）で歴史勉強会を行います
　新城中部地区の歴史を記した「しんしろまち」は、故・大久保友治氏が自費出版したものです。今回、「しんしろ
まち」を再版し、この本を利用して歴史勉強会を行います。参加ご希望者は、ご連絡ください。

場　所　橋向公民館（最終回は現地）
日　時　１１月２９日㈮、１２月１９日㈭、令和７年１月２４日㈮、２月２１日㈮、３月９日㈰
　　　　１８：３０〜１９：３０（最終回は１０：００〜１２：００）
問合せ　橋っこクラブお宝発見課　浅岡（℡ 090-3257-7457）
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連載コーナー

まちの話題あらかると

第７５回日本学校農業クラブ全国大会の出場報告

　新城有教館高等学校３年生の大
お お

久
く

保
ぼ

舞
ま

織
お り

さん（千郷中学校出
身）が、三重県で開催された学校農業クラブ東海ブロック大会意
見発表会で最優秀となった結果報告と、岩手県で開催される日本
学校農業クラブ全国大会の出場報告をしました。

９月２６日㈭

第３６回全国健康福祉祭とっとり大会出場者激励会

　第36回全国健康福祉祭とっとり大会（種目：ゲートボール）に愛
知県代表選手として出場した、新城ちさとチームの選手3人（城

き

所
どころ

由
よし

勝
かつ

氏、石
いし

原
はら

正
まさ

利
とし

氏、古
ふる

田
た

忍
しのぶ

氏）の激励会を行いました。

１０月８日㈫

日本郵便株式会社と包括連携協定

エイジレス賞（内閣府）を受賞

　新城市のＰＲや安心・安全な暮らしの実現、地域経済活性化な
どの項目についての包括的な協定を締結しました。今後、郵便局
のネットワークを活かし、さらなる地域活性化を推進していきます。

　エイジレス・ライフ（年齢にとらわれず自らの責任と能力におい
て自由で生き生きとした生活を送ること）を実践している筒

つつ

井
い

博
ひろ

仁
ひと

氏（布里地区）がエイジレス賞（個人の部）を受賞しました。
　筒井氏は、市の少年補導員を 30 年間務めるなど社会貢献を
し、私生活でも生き生きとした生活を送っています。

１０月８日㈫

１０月２３日㈬


